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学位論文の要旨 
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学位論文 

題  目 

脳磁図を用いたリアルタイム・ニューロフィードバックシステムの解析手法

に関する研究 

【論文の要旨】 

脳卒中は高齢者の死亡率が高く、また、介護を必要とする人も多く、多額の医療費が費やされ

ている。脳卒中は、高齢化社会の進展に伴い、今後さらに増加することが予想される。脳卒中患者

では、発症後のリハビリテーションがその後の機能回復に重要な役割を果たしている。脳磁図(MEG)

は、非侵襲的に脳機能を計測でき、時間的・空間的分解能の高い技術であり、臨床応用が広く行わ

れている。脳波では、リハビリテーション中のデータをリアルタイムで解析し、結果をすぐに被験

者にフィードバックできるニューロフィードバックシステムの有用性が報告されている。しかし、

MEGのリハビリテーションへの臨床応用においては、感覚や運動のマッピングを計測後に行なって

いるのが現状である。そのため、リハビリテーション中の患者の脳磁場活動をリアルタイムに把握

できない問題点があった。そこで、本論文では、MEG を用いたリアルタイムニューロフィードバッ

クシステムの手法を検討した。本論文は、５章から構成されており、１章が脳卒中患者のリハビリ

テーションについて、２章では MEGについて述べている。 

本論文の３章では、自発的な指の運動前と運動中に脳磁場活動から運動に関連する特徴を分離

する能力について、Spatio spectral decomposition (SSD) アルゴリズムとウェーブレット変換

を用いた手法を提案している。本論文では、指運動課題中の事象関連非同期（ERD）と事象関連同

期（ERS）という運動または運動イメージに伴う特徴的なパターンに着目して、手法の検討を行っ

た。ERDは、運動中に特定の周波数のパワースペクトルが減少する現象であり、ERSは、運動後に

特定の周波数のパワースペクトルが増加する現象である。３章での検討の結果、SSDアルゴリズム

とウェーブレット変換を用いた手法で、ERD と ERS の特徴を抽出して脳活動を評価可能であるこ

とがわかった。 

本論文の４章では、指運動課題に対して、Fast independent component decomposition (ICA)

を用いた場合と SSDを用いた場合とでの、ERDと ERSの抽出精度と解析時間の比較検証を行ってい

る。検証実験より、ERDと ERSの抽出精度は SSDより ICAがよく、解析時間もコンポーネント数 10

の ICA が SSD よりも解析時間は短く、1.24 秒で脳磁場活動を解析できる。これら検証実験の結果

から、コンポーネント数 10の ICAがニューロフィードバックシステムに適していることが示され

た。 

本論文の５章では、今後の課題を述べている。健常者と麻痺患者の運動に伴う脳活動は異なる

場合があるため、麻痺患者に対して提案手法がどの程度の有用性を示すのか、今後の臨床実験によ

る成果検証が求められる。 
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
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 （西暦） 2017年度（ ４ 月）入学 
氏 名 八木 和広 

 

  論 文 題 目 脳磁図を用いたリアルタイム・ニューロフィードバックシステムの解析手法に関する研究 

 審査委員 職名及び氏名   主 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 

  
教授   田村 宏樹  

  
教授   穂高 一条 

 
教授   淡野 公一  

 
教授   多炭 雅博  

 
准教授  横道 政裕 

審 査 結 果 の 要 旨（８００字以内） 

脳磁図は、非侵襲的に脳機能を計測でき、時間的・空間的分解能の高い技術であり、臨床応用が広く行われ

ている。脳波では、リハビリテーション中のデータをリアルタイムで解析し、結果をすぐに被験者にフィード

バックできるニューロフィードバックシステムの有用性が報告されている。しかし、脳磁図のリハビリテーシ

ョンへの臨床応用においては、感覚や運動のマッピングを計測後に行なっているのが現状である。そのため、

リハビリテーション中の患者の脳磁場活動をリアルタイムに把握できない問題点があった。そこで、本論文で

は、脳磁図を用いたリアルタイムニューロフィードバックシステムの手法を検討した。 

本論文では、自発的な指の運動前と運動中における脳磁場活動から運動に関連する特徴を分離する能力につ

いて、Spatio spectral decomposition (SSD) アルゴリズムとウェーブレット変換を用いた手法を提案してい

る。本論文では、指運動課題中の事象関連非同期（ERD）と事象関連同期（ERS）という運動または運動イメー

ジに伴う特徴的なパターンに着目して、手法の検討を行った。検討の結果、SSDアルゴリズムとウェーブレット

変換を用いた手法で、ERDとERSの特徴を抽出して脳活動を評価可能であることを示した。また、指運動課題に

対して、Fast independent component decomposition (ICA)を用いた場合とSSDを用いた場合とでの、ERDとER

Sの抽出精度と解析時間の比較検証を行っている。検証実験より、ERDとERSの抽出精度はSSDよりICAがよく、解

析時間もコンポーネント数10のICAがSSDよりも解析時間は短く、1.24秒で脳磁場活動を解析できる。これら検

証実験の結果から、コンポーネント数10のICAがリアルタイム・ニューロフィードバックシステムに適してい

ることを示した。 

公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審査委員会は論文審査および最終試験に合格したと判定す

る。 

 
  （注１）論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 
（注２）最後に「公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審査委員会は論文審査および最終試験に合格 

したと判定する」という文言を統一して記載すること。 
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学位論文の要旨 

フリガナ 

氏  名 

チン フ ジャ 

CHEN, FU-CHIA 

専  攻 

入学年度 

宮崎大学大学院農学工学総合研究科博士後期課程 

資源環境科学専攻 

（西暦） 2020 年度（ 4 月）入学 

学位論文 

題  目 

The importance of microbial communities in the forest ecosystem: case studies of soil 

erosion and wood degradation 

（森林生態系における微生物群集の重要性：土壌侵食と木材腐朽を事例とし

て） 

【論文の要旨】（和文の場合 1,200字程度、英文の場合 800語程度） 

The development of a forest ecosystem is a complex process that is affected by wood, 

foliage, roots and rhizosphere, deadwood, ground vegetation, and litter and soil. Interactions 

between them and their associated microbial communities are complex. Fortunately, the high-

throughput sequencing provides a new approach to help investigate microbial communities and 

their functioning. In our studies, we used two cases: (1) soil erosion in cool temperate mixed 

forests in Southern Japan, and (2) wood degradation by cultivated Grifola frondosa (maitake) 

to attempt to understand the important of microbiome and microbial interaction in the forest by 

amplicon sequencing. 

(1) Soil erosion, which involves the degradation of the physical and chemical properties of 

soil, is a major threat to the soil environment. Although the effects of soil erosion on the physical 

or chemical properties of forests soil have been studied, little has been reported on the soil 

microbial community, which is likely to affect forest ecosystems. This study aimed to elucidate 

how the microbiome changed with the soil environment accompanying soil erosion in cool 

temperate mixed forests in Southern Japan, where soil erosion has been accelerated by the 

increased population of sika deer. We investigated the soil microbial communities of the 

different soil erosion intensities at three forest sites. In bacterial communities, diversity indices 

were increased with the sum of the height of exposed roots (SUMH), an index of soil erosion. 

In fungal communities, the relative abundances of plant pathogenic and wood saprotroph fungi 

were increased as SUMH increased and those of symbiotrophs and ectomycorrhizal fungi were 

increased with humus organic matter content, suggesting that the difficulties in establishing 

plants would be increased as soil erosion progressed because of the changes in the composition 

and function of fungal communities in eroded areas. Moreover, soil fungal communities had a 

more complex co-occurrence network than that of bacterial communities, suggesting that the 

effects of soil erosion on fungal network is smaller than those on bacterial network. Changes in 

the soil environment induced by soil erosion altered the microbiomes in the deeper layers of the 

soil and had different effect on bacteria and fungi. 

(2) The method used to cultivate the popular Japanese mushroom maitake, called 'wood 



log cultivation,' is comprised of two steps: (1) the mycelium is grown around a wood log in a 

plastic bag, and (2) the mycelium that has spread on the wood log is transferred into casing 

substrates in a forest. This method is still popular in Japan due to its low cost and high-quality 

crop production. The importance of the microbiome that inhabits mushroom-cultivation 

surroundings has recently attracted attention, but no study of the microbial communities in 

maitake cultivation have been published. We investigated how the bacterial communities 

changed in wood logs in comparison with a control group (without inoculation) and their 

interaction with maitake during the first to fourth years of maitake wood log cultivation. A 

maitake biomass was detected by quantitative PCR in wood logs but not in the casings, and we 

thus decided to investigate the bacterial communities in wood log samples for control and first- 

to fourth-year cultivation. The results indicate that the phyla Proteobacteria, Firmicutes, and 

Gemmatimonadota play key roles in changes of the microbiome composition for maitake wood 

log cultivation. In a functional profile, bacteria communities in the wood logs during maitake 

cultivation showed higher relative abundance in cellulolysis, glycolysis, TCA cycle, and many 

biosynthesis pathways, whereas the control group showed higher relative abundance in 

fermentation. These results suggested that (i) the bacterial communities which inhabited maitake 

cultivated wood logs may help the maitake degrade wood cellulose, and (ii) part of the glucose 

from the cellulose degraded by both maitake and bacteria was used for the bacterial TCA cycle 

instead of fermentation. Bacteria also produce some chemicals that maitake mycelium may 

need. It is also likely that some potential intracellular parasites dwell with maitake. The different 

cultivation stages showed different network structures. A network analysis indicated that Class 

Gammaproteobacteria is a potential keystone taxon for the microbiome network stability of 

maitake cultivated wood logs. These results contribute to the understanding of the microbiome 

in maitake-cultivation surroundings, improve maitake wood log cultivation, and conserve 

national forest resource. 

In these two cases, the importance of microbial communities in the forest ecosystem was 

recognized. We hope these insights will be helpful to understand and conserve forest 

ecosystems. 

（注１） 論文博士の場合は、「専攻、入学年度」の欄には審査を受ける専攻のみを記入し、入学年度の記入 

  は不要とする。 

（注２） フォントは和文の場合 10.5ポイントの明朝系、英文の場合 12ポイントの times系とする。 

（注３） 学位論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 

（注４） 和文又は英文とする。 
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  論文題目 

The importance of microbial communities in the forest ecosystem: case studies of soil erosion 

and wood degradation (森林生態系における微生物群集の重要性：土壌侵食と木材腐朽を事例とし
て) 

 審査委員 職名及び氏名   主 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 

  
教授  雉子谷佳男 

教授  山﨑 正夫 

准教授 菅本 和寛 

准教授 井上 謙吾 
 

准教授 篠原 慶規 

審 査 結 果 の 要 旨（８００字以内） 

森林生態系の変化と微生物群集との相互関係は極めて複雑であり基礎的知見の蓄積が必要である。この研究

では、土壌侵食および木材腐朽の２つの事例を対象に次世代シーケンサー解析を用いて、森林における微生物群

集およびその相互作用を明らかにした。 

土壌侵食の研究では、シカの食害による土壌侵食の強度が異なる３つの土壌を調べた。その結果、バクテリア

類では、土壌侵食の強度が高いとその多様性が増加した。真菌類では、植物病原性菌類と木材腐生菌類が土壌侵

食の強度とともに相対量が増加した。これらの結果は、土壌侵食が拡大すると、侵食地の菌類の構成や機能の変化

によって、植生回復がより困難になることを示唆している。 

木材腐朽の研究では、スギ人工林土壌中でのマイタケ栽培原木中のバクテリア類について、コントロール（マイ

タケ菌の接種なし）、栽培１〜４年目を比較した。微生物群集の変化において、プロバクテリア（Proteobacteria）、ファ

ーミキューテス（Firmicutes）およびジェマティモナドータ（Gemmatimonadota）が鍵となるバクテリアであることがわか

った。機能性解析から、マイタケ栽培の原木では、セルロース分解、解糖系、TCA回路および多くの生合成経路に

関わるバクテリが相対的に多く、その一方で、コントロールでは発酵に関わるバクテリアが多いことがわかった。これ

らの結果は、（１）バクテリアはマイタケのセルロース分解を助けているのかもしれないこと、（２）マイタケとバクテリア

のセルロース分解で得られたグルコースは、バクテリアのTCA回路に使われるのかもしれないことが示唆された。

また、マイタケの細胞内に寄生するバクテリアの可能性も示唆された。これらの結果は、マイタケ原木栽培の改善お

よび森林資源の保全に貢献すると考える。公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審査委員会は論文審

査および最終試験に合格したと判定する。 

 
  （注１）論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 
（注２）最後に「公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審査委員会は論文審査および最終試験に合格 

したと判定する」という文言を統一して記載すること。 
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学位論文の要旨 

フリガナ 

氏  名 

ホアン ワンメイ 

NG HWAN MAY 

専  攻 

入学年度 

宮崎大学大学院農学工学総合研究科博士後期課程 

               資源環境科学専攻 

（西暦）2020 年度（4 月）入学 

学位論文 

題  目 

Establishment of Genome Editing Technology in Warm-Season Grasses and 

Its Breeding Utilization 

（暖地型イネ科草種におけるゲノム編集技術の基盤構築とその育種的利用に

関する研究） 

【論文の要旨】（和文の場合 1,200字程度、英文の場合 800語程度） 

Warm-season grasses have a high potential for utilization as forage and turf in the temperate 

and subtropical regions. Despite the advantage of high biomass productivity and superior turf 

quality, their high lignin content and winter dormancy hinder forage quality, as well as their 

aesthetic function as turfgrass. The improvement of warm-season grasses by conventional 

breeding is limited because many of them reproduce vegetatively or by apomixis, necessitating 

alternative breeding methods. Genome editing technology has gained attention as a new 

breeding technology by targeted mutagenesis at specific sequences of target genes. To 

effectively utilize this technology in warm-season grasses, it is crucial to isolate the target genes 

and establish tissue culture and transformation systems. This study aimed to address these 

challenges by 1) isolating and characterizing key lignin biosynthesis genes in bahiagrass for use 

in genome editing technology, 2) establishing an efficient transformation system for zoysiagrass 

using Agrobacterium-mediated transformation, and 3) conducting genome editing targeting the 

Non-yellow coloring-1 (NYC1) gene in zoysiagrass for the development of an evergreen variety. 

For bahiagrass, a stable transformation has previously been established, while genetic 

information is lacking. Thus, the key lignin biosynthesis genes, caffeic acid O-methyltransferase 

(COMT), and cinnamyl alcohol dehydrogenase (CAD) were isolated and characterized. 

Phylogenetic analysis revealed high sequence similarity to other C4 monocot species. Gene 

expression analysis of phenylalanine ammonia-lyase (PAL), COMT, and CAD at different plant 

developmental stages showed high expression in the vegetative (V) and early reproductive 

stages. Lignin content increased until the middle reproductive stage (R2) and remained constant 

thereafter. The impact of CAD downregulation was investigated in transgenic bahiagrass lines 

with sorghum CAD antisense and RNAi vector. The transgenic plants showed reduced lignin 

content, and the PAL and COMT expressions were affected. In the V stage, PAL expression was 

lower, while COMT showed no significant differences in transgenic lines compared to wild type 

(WT). Conversely, in the R2 stage, PAL and COMT expressions were significantly higher in 

transgenic lines than in the WT, indicating a feedback system induced by CAD downregulation. 

Lignin content influenced the phenotype, resulting in a dwarf phenotype in transgenic plants 



with significantly reduced lignin content. These findings are currently being applied to genome 

editing for the development of new breeding materials with improved digestibility in bahiagrass. 

Zoysiagrass is widely used for landscaping, and the development of improved varieties with 

the stay-green trait is desired to improve its utility and sustainability. First, a stable tissue culture 

and an efficient Agrobacterium-mediated transformation were established to develop a breeding 

method by genome editing for Z. matrella ‘Wakaba’. Embryogenic callus induced from shoot 

apices of nodal segments was cultured in Murashige and Skoog (MS) medium containing 2 

mg/L 2,4-dichlorophnoxyacetic acid, 0.1 mg/L 6-benzylaminopurine and 5 μM CuSO4 (MS-

DBC). Repeated sub-culture of compact high-quality callus in MS-DBC medium produced 

highly regenerative callus serving as a target for transformation. Agrobacterium strain EHA105 

harboring the pANIC8B vector containing β-glucuronidase gene (GUS), and hygromycin B 

phosphotransferase gene was used. Co-culturing with 100 μM acetosyringone for 5 days and 

following a 50 mg/L hygromycin selection pressure resulted in a transformation efficiency of 

6.6%. Southern blot analysis verified one to three copies of GUS gene integration in transgenic 

plants. All transgenic plants were morphologically normal and the GUS expressions were stable. 

This optimized in vitro and transformation system can be effectively applied to zoysiagrass 

genome editing. 

Next, the CRISPR/Cas9 genome editing system was used to target the NYC1 gene to develop 

a novel stay-green variety in Z. matrella 'Wakaba'. Of 441 Agrobacterium-infected calli, 22 

(5.0%) were transformed, with 14 (63.6%) showing targeted mutations through cleaved 

amplified polymorphic sequences analysis. Sequencing analysis revealed mutations mostly 1 or 

2 bp indels occurring 2 to 4 bp upstream of the PAM sequence. Regenerated plants exhibited 

five ZmNYC1 target locus genotypes, including complete knockout mutants in the T0 

generation. Under dark treatment, ZmNYC1-mutated plants displayed suppressed chlorophyll b 

(Chl b) degradation, leading to higher chlorophyll content and Chl b, with a lower chlorophyll 

a/chlorophyll b ratio compared to WT. Homozygous mutants exhibited the stay-green trait but 

showed reduced tillering and inhibited growth. During winter simulation, the homozygous 

mutant retained greenness longer than the WT. This is the first successful use of CRISPR/Cas9 

genome editing in zoysiagrass and will provide valuable breeding material for the development 

of improved zoysiagrass varieties with prolonged greenness, even during winter dormancy. 

In summary, this study has paved the way for applying genome editing to warm-season 

grasses. The elucidation of CAD and COMT genes functioning in bahiagrass lignin biosynthesis 

offers the potential for genome editing to improve bahiagrass digestibility. The established tissue 

culture and Agrobacterium-mediated transformation system facilitated the efficient 

development of the CRISPR/Cas9 genome editing system for zoysiagrass, enabling the 

generation of complete knockout mutants. Further off-target screening and null-segregant 

isolation will allow for the unrestricted cultivation of new stay-green varieties. 

（注１） 論文博士の場合は、「専攻、入学年度」の欄には審査を受ける専攻のみを記入し、入学年度の記入   
は不要とする。 

（注２） フォントは和文の場合 10.5ポイントの明朝系、英文の場合 12ポイントの times系とする。 
（注３） 学位論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 
（注４） 和文又は英文とする。 



別紙様式７ 

 
 

                                                                         2024年 1月 15日 
 
 

論 文 審 査 結 果 の 要 旨 

 

 専 攻 

入学年度 

資源環境科学 専 攻 

   2020年度（ ４月 ）入学 
氏 名 NG HWAN MAY 

 

論 文 題 目 

Establishment of Genome Editing Technology in Warm-Season Grasses and 

Its Breeding Utilization（暖地型イネ科草種におけるゲノム編集技術の基盤構築とそ

の育種的利用に関する研究） 
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  副 査 
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教授   田中 秀典 

 
助教   権藤 崇裕 
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准教授  稲葉 丈人 
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審 査 結 果 の 要 旨（８００字以内） 

本研究は、暖地型牧草・芝草としての品質向上を目的にゲノム編集技術の基盤を構築したものである。牧草

ではバヒアグラスを用い、消化性に関連する主要なリグニン生合成遺伝子であるCOMTおよびCADを単離し、ア

ンチセンス法やRNAi法によりその機能や成長期ごとの発現パターンを明らかにした。本草種は既に形質転換系

が確立されているため、これらの結果は今後、ゲノム編集技術によるリグニン含量を低下させた個体を作出す

る上で重要な情報となった。芝草ではコウシュンシバを用い、ゲノム編集に必要な形質転換系の確立から着手

した。まず、増殖旺盛で再分化能力の高いカルスを誘導する培養条件を検討し、アグロバクテリウム法による

形質転換を試みた。その結果、形質転換効率は6.6%であり、その導入遺伝子は個体あたり1〜3コピーゲノム中

に安定的に挿入されたことから、本形質転換系はゲノム編集に十分適用できるものと判断された。次に、冬季

休眠期も緑色の状態を維持することを目的として、クロロフィルbの分解に関与するNYC1をCRISPR/Cas9による

ゲノム編集システムでノックアウトさせた変異体の作出を試みた。NYC1への変異挿入は、ゲノム編集ベクター

が挿入された形質転換カルス22個のうち14個（63.6%）で認められ、標的遺伝子座が完全に変異したホモ型変異

体も含め、5種類の遺伝子型をもつ再分化個体が得られた。作出された変異体は、インキュベーター内での暗処

理や冬季の再現試験において、野生型よりもクロロフィルbの分解が進まないことで、緑色を保持する傾向を

示した。 

以上の研究成果より、暖地型イネ科草種におけるゲノム編集技術による育種を可能とする基礎的知見が得ら

れ、学術的な意義もあることから、本論文は学位論文として価値があると判断した。公聴会での発表および質

疑応答も適切であり、本審査委員会は論文審査および最終試験に合格したと判定する。 

 
  （注１）論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 
（注２）最後に「公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審査委員会は論文審査および最終試験に合格 

したと判定する」という文言を統一して記載すること。 
（注３）論文博士の場合は、「専攻、入学年度」の欄には審査を受ける専攻のみを記入し、入学年度の記入は 

不要とする。 
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学位論文の要旨 

フリガナ 

氏  名 

サンブイチ ジュン 

三分一 淳 

専  攻 

入学年度 

宮崎大学大学院農学工学総合研究科博士後期課程 

資源環境科学専攻 

（西暦） 2021 年度（ ４月）入学 

学位論文 

題  目 
住民の意識変容における空間の領域化に関する研究 

【論文の要旨】（和文の場合 1,200字程度、英文の場合 800語程度） 

日本では、今後人口の減少と共に空き地、未利用地や耕作放棄地等の増加が予測さ

れている。国や各自治体でも地域住民に地域の各空間の健全な維持管理を促す施策・

政策を進めており、住宅地・郊外地またまちなかの空間で行われた施策・政策を紹介

することで、未関与な空間を抑制し、健全な維持管理を示す等をしている。そのこと

からも住民が地域にある数多くの各空間に対して領域化行動を促すことを明らかにす

る重要性は高い。 

これまでの各地方自治体の集住環境や集合住宅の計画では、「なわばり（領域）学」

も大きく反映され、進められてきた。その論に基づき、領域化過程では、環境が行動

をコントロールするため、ハード面が多く研究されていた。しかし近年、ソフト面も

影響を与えていることが明らかとなった。そのため本研究では、領域化の行動が意識

の高まりからの必然的に行われるものというと捉え、行動と意識との関係性を明らか

にする。方法としては、領域化行動に関連する各意識を仮定・作成すると共に実証す

る。そして各領域化行動での意識構造を把握することで方向性を示し、また各意識の

向上要因を明らかにする。これにより、ソフトの面より領域学に寄与すると共に地域

の各空間の領域化を促す参考資料を示すことが、望ましい地域・環境づくりへの一助

となると思われる。 

実証研究を含めて得られた知見は以下の通り。 

（１）領域化行動は各空間を魅せる・誇るという欲求からの「緑への意識」、維持・持続する欲

求からの「（領域空間の）安心感」、領域を拡大したい欲求からの「まちづくりの意識」、促進要

因として「行動の効果・期待」「人への抵抗感」「作業への抵抗感」という６つの意識が影響して

いることが明らかとなった。 

（２）各領域形成の意識構造を把握したことで、近・遠距離、私的・公的利用の空間を領域形成

させていく意識の方向性を明らかとした。また意識を向上させる要因（コミュニティ活動や詳細作

業、開放する際の対応や設備等の効果から）を把握した。 

（３）実証研究では継続性より、多くの人（閉鎖的な人の意識以上となる）が近距離私的空間で

は領域形成しやすいことが明らかとなった。 

以上より、各住民に領域化を促すには、施策として近距離で私的利用空間より進め

ていく方向性が望ましいことが分かった。開放する行動や、遠距離もしくは公的利用



をするような空間を領域化行動するような住民は、意識も高く、間接的に地域を好循

環を促し良好にしていく可能性はある。しかし、閉鎖された人のような意識の方も多

いことから、すぐにそのような領域化行動をさせることは難しい。そのため、初段階

として閉鎖的な人でも領域化しやすい近距離私的利用空間において領域化行動を起こ

させ、様々なコミュニティ活動（詳細作業を含む）を通じて各意識を高めてもらい、

遠距離または公的利用な空間に拡げていく方向性が望ましいことが本研究で明らかと

なった。  

（注１） 論文博士の場合は、「専攻、入学年度」の欄には審査を受ける専攻のみを記入し、入学年度の記入 

  は不要とする。 

（注２） フォントは和文の場合 10.5ポイントの明朝系、英文の場合 12ポイントの times系とする。 

（注３） 学位論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 

（注４） 和文又は英文とする。 
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論文題目 住民の意識変容における空間の領域化に関する研究 

 審査委員 職名及び氏名   主 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 

 
教授 熊野 稔 
 
教授 西脇亜也 
 
准教授 嶋本寛 
 
教授 戸敷浩介 
 
准教授 太田靖之 

審 査 結 果 の 要 旨（８００字以内） 

本研究では、まちづくりにおける住民の領域化の行動が意識の高まりから必然的に行われるものと捉え、行

動と意識との関係性を明らかにすることを目的とした。方法としては、領域化行動に関連する各意識を仮定・

作成すると共に実証し、各領域化行動での意識構造を把握することで方向性を示した。また各意識の向上要因

を明らかにした。これにより、ソフトの面より領域学に寄与すると共に、地域の各空間の領域化を促す参考資

料を示すことができた。実証研究を含めて得られた知見は以下の通り。 

（１）領域化行動は各空間を魅せる・誇るという欲求からの「緑への意識」、維持・持続する欲求からの「（領

域空間の）安心感」、領域を拡大したい欲求からの「まちづくりの意識」、促進要因として「行動の効果・期

待」「人への抵抗感」「作業への抵抗感」という６つの意識が影響していることが明らかとなった 

（２）各領域形成の意識構造を把握したことで、近・遠距離、私的・公的利用の空間を領域形成させていく意

識の方向性を明らかとした。また意識を向上させる要因（コミュニティ活動や詳細作業、開放する際の対応や

設備等の効果から）を把握した。 

（３）実証研究では継続性より、多くの人（閉鎖的な人の意識以上となる）が近距離私的空間では領域形成し

やすいことが明らかとなった。 

以上より、各住民に領域化を促すには、施策として近距離で私的利用空間より進めていく方向性が望ましい

ことが明らかになった。初段階として閉鎖的な人でも領域化しやすい近距離私的利用空間において領域化行動

を起こさせ、様々なコミュニティ活動を通じて各意識を高めてもらい、遠距離または公的利用な空間に拡げて

いく方向性が望ましいことが本研究で明らかとなった。公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審査

委員会は論文審査および最終試験に合格したと判定する。 

 
  （注１）論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 
（注２）最後に「公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審査委員会は論文審査および最終試験に合格 

したと判定する」という文言を統一して記載すること。 
（注３）論文博士の場合は、「専攻、入学年度」の欄には審査を受ける専攻のみを記入し、入学年度の記入は 

不要とする。 
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別紙様式３ 

学位論文の要旨 

フリガナ 

氏  名 

オオタ エミ 

太田  江美 

専  攻 

入学年度 

宮崎大学大学院農学工学総合研究科博士後期課程 

資源環境科学専攻 

（西暦）  2021  年度（ 4 月）入学 

学位論文 

題  目 

Study on suppression of plant diseases by ultraviolet irradiation 

（UV 照射による植物病害抑制に関する研究） 

【論文の要旨】（和文の場合 1,200字程度、英文の場合 800語程度） 

Podosphaera aphanis often causes serious diseases affecting strawberry fruit quality and 

yields in Japan because the pathogen can easily develop resistance to fungicides. To date, 

ultraviolet (UV)-B treatment has been reported to effectively control strawberry powdery 

mildew but the molecular mechanisms of how UV treatment works on strawberry plants remain 

unclear. In Chapter 1, UV-induced resistance against strawberry powdery mildew was 

examined in UV-treated strawberry leaves by RT-qPCR targeting several pathogenesis-related 

(PR) genes. The transcript levels of PR-3 and PR-5 were upregulated at 3 and 7 days after 

starting UV treatment (dpu) (at 270–380 nm, 0.90–0.96 kJm−2
day−1) for three hours (0:00 am 

– 03:00 am) every night although other candidate genes (PR-1, PR-2, and PR-8) were not 

upregulated by UV at 7 dpu. The transcript levels of the selected genes were monitored using 

strawberry plants growing in greenhouses over 3 months, and RT-qPCR data showed that 

transcript levels of PR-3 and PR-5 were upregulated in strawberry leaves treated with higher 

intensity of UV (0.90–0.96 kJm−2
day−1) in comparison to plants treated with lower intensity 

of UV (0.17 kJm−2
day−1). These results suggested that there is a positive correlation between 

transcript levels of PR-3 (or PR-5) and the dose of UV irradiation. In the inoculation tests, 

infection of P. aphanis tended to increase the transcript levels of PR-3 and PR-5, and the 

symptom severity of the UV-treated plants was significantly lower than those of the untreated 

plants throughout the experiment periods over 5 months. Interestingly, there was no significant 

difference in disease severity between UV-treated plants with higher and lower intensity, 

suggesting that UV treatment affects the pathogen in a direct way as well as induces resistance 

to infection in host plants. 

To investigate suppressive effect of UV-B treatment on plant virus disease, cucumber mosaic 

virus (CMV), we performed UV-B irradiation onto Nicotiana benthamiana and tomato plants 

before/after infection of CMV in chapter 2. Our preliminary data showed that UV-B treatment 

before virus infection decreased accumulation levels of the Y strain of CMV (CMV-Y) in 

tomato leaf tissues while CMV-Y accumulation in N. benthamiana was not affected by UV-B 

treatment. However, it remains unclear whether UV-B treatment would affect plant growth and 

CMV transmission by aphids. Here, we investigated the growth and disease severity of infected 



tomato plants after UV-B treatment and the aphids’ settlement on UV-B-treated and CMV-

infected plants. To check the settlement of Myzus persicae (generalist of CMV vector) on the 

UV-B-treated plants or CMV-D8-infected plants, choice tests were carried out by releasing (6-

day-old) nymphs in the middle of pots between a control and a UV-B-treated plant. Pre-

treatment of UV-B suppressed severe symptoms at 2 months after inoculation. Choice tests 

showed that UV-B treatment or infection of CMV-D8 did not affect aphids’ preference during 

experiments. UV-B reduced the symptom severity on tomato plants infected with CMV-D8 but 

did not affect the growth and aphids’ performance on tomato plants, suggesting that UV-B 

treatment is one of the promising control methods for CMV diseases in tomato plants. 

Furthermore, the generation of defective RNA3 of CMV-Y (D3Yα) was investigated from 

the point of view of host-specific maintenance, experimental condition, a viral factor, and 

induced resistance in Chapter 3. D3Yα has 162-nt-deletion in 3a protein open reading flame, 

which is encoded in RNA3, and is generated in Nicotiana spp. kept at 25/20°C (day/night), not 

low temperature (15°C), after 4 weeks of infection with CMV-Y. In this study, N. tabacum (cv. 

Samsun NN) plants were treated with Acibenzolar-S-methyl (ASM; a chemical for inducing 

defense resistance in plants) or UV-B for 5 days before and after inoculation (for 10 days of 

treatment in total), and RT-PCR was performed to check whether D3Yα is generated or not at 

15 dpi. The PCR results showed that D3Yα was detected neither in controls or ASM/UV-B 

treated tobacco plants, suggesting that generation of D3Yα is not promoted by ASM or UV-B 

treatment. Regardless of UV-B treatment, D3Yα was not detected in plants infected with 2b 

protein-deficient CMV-Y mutant at 28 dpi. These results suggest that 2b protein, which is one 

of the well-studied RNA silencing suppressors, is necessary for D3Yα generation in N. 

tabacum. 

（注１） 論文博士の場合は、「専攻、入学年度」の欄には審査を受ける専攻のみを記入し、入学年度の記入 

  は不要とする。 

（注２） フォントは和文の場合 10.5ポイントの明朝系、英文の場合 12ポイントの times系とする。 

（注３） 学位論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 

（注４） 和文又は英文とする。 
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 

 

 専 攻 
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           資源環境科学   専 攻 

 （西暦） 2021年度（ 4月）入学 
氏 名 太田 江美 

 

論 文 題 目 

Study on suppression of plant diseases by ultraviolet irradiation 

（UV照射による植物病害抑制に関する研究） 

 審査委員 職名及び氏名   主 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 

教授  竹下 稔 
 

教授  鉄村 琢哉 
 

教授  湯淺 高志 
 

准教授 大西 修 
 

准教授 増田 順一郎 

審 査 結 果 の 要 旨（８００字以内） 

植物への UV 照射による病害抵抗性誘導が知られているが、その作用機作については未解明な点が多い。

本論文では UV 照射後に誘導される病害抵抗性の評価指標の探索と糸状菌病害防除の実証、UV 照射による

ウイルス病害の低減と植物や害虫への影響、さらに UV 照射によるウイルスゲノムへの影響を調べ、UV 照

射の植物病害防除への有効性を植物、病原体、および害虫側から総合的に考察したものである。 

第 1章では、難防除病害であるイチゴうどんこ病に対する UV誘導抵抗性に関し、感染特異的（PR）タン

パク質遺伝子に属する PR-3 と PR-5 の転写物相対蓄積量が有意に上昇したため、宿主指標遺伝子として同

定した。さらに、UV 照射は植物に病害抵抗性を誘導するだけでなく、病原体にも直接的な感染増殖抑制作

用があることを示唆した。 

第 2 章では、トマト植物体への UV 照射によるキュウリモザイクウイルス（CMV）の増殖抑制効果、トマ

トの生育に影響を与えない照射量や発病度の低減効果を明らかにした。さらに UV 照射後植物と非照射植物

間、CMV感染植物と非感染植物間の比較において、アブラムシの嗜好性に差異が無いことを示した。 

第 3 章では、UV 照射を含めた各種条件下に CMV感染植物を置き、CMVゲノムへの影響を調べる指標とし

て欠損 RNA3（D3Yα）の派生・維持について検証した。その結果、D3Yα は UV照射では派生しなかったた

め、UV照射はウイルスのゲノム配列の安定性に大きく影響しないことを示唆した。また、CMV の 2bタンパ

ク質が D3Yα の派生に必要であることを明らかにした。 

以上の結果から、本論文は植物における糸状菌病害およびウイルス病害防除におけるUV照射の作用機作と有効性を明ら

かにし、植物保護科学分野の学術的発展に大きく寄与すると判断された。公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本

審査委員会は論文審査および最終試験に合格したと判定する。 

 
  （注１）論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 
（注２）最後に「公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審査委員会は論文審査および最終試験に合格 

したと判定する」という文言を統一して記載すること。 
（注３）論文博士の場合は、「専攻、入学年度」の欄には審査を受ける専攻のみを記入し、入学年度の記入は 

不要とする。 
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学位論文の要旨 

フリガナ 

氏  名 

ヘジャジ ジアウラフマン 

Hejazi Ziaurrahman 

専  攻 

入学年度 

宮崎大学大学院農学工学総合研究科博士後期課程 

資源環境科学専攻 

2021 年度（ 4 月）入学 

学位論文 

題  目 

Vegetative propagation of persimmon by cutting, grafting, and 

micropropagation 

（挿し木、接ぎ木、およびマイクロプロパゲーションによるカキの栄養繁殖に

関する研究） 

【論文の要旨】（和文の場合 1,200字程度、英文の場合 800語程度） 

Introducing persimmons (Diospyros kaki) to Afghanistan is credited to returning migrants 

from neighboring countries, leading to successful cultivation in the eastern and northern regions. 

The recent establishment of commercial orchards has bolstered local production, although 

imports persist. Diospyros lotus is the common rootstock, and grafting remains the primary 

propagation method. Astringent persimmons dominate the orchards, necessitating artificial 

ripening. Ethylene is increasingly used for ripening, while some still employ calcium carbide or 

allow natural ripening on trees. Afghan farmers sell the fruits to contractors, who subsequently 

market and sell the fruit to consumers. Despite facing obstacles, there is significant potential for 

improving the persimmon industry in this country. The general objective of this study was to 

enhance persimmon vegetative propagation by streamlining labor-intensive steps, considering 

efficiency, and aligning with sustainable development goals.   

Grafting, the sole method of persimmon propagation in Afghanistan, involves mud and 

polyethylene film covering, which is considered time-consuming and labor-intensive. 

Rootstocks were grafted onto persimmon cultivars to identify an efficient alternative using five 

treatments, including buddy tape, mud sealing, and others. The buddy tape consistently 

demonstrated the highest graft success and outperformed other treatments, including the 

traditional mud approach. 

‘MKR1’, a persimmon rootstock and patented variety in Japan, shows promise in dwarfing 

trees and enhancing yield efficiency. Traditional propagation with seedlings faces challenges, 

leading to genetic diversity and uneven sizes. Despite recent advances in cutting propagation, 

ideal conditions for ‘MKR1’ softwood cuttings remain unexplored. Softwood cutting also 

demands specialized equipment and substantial water volume, posing challenges in arid regions 

like remote Afghanistan. To address this, ‘MKR1’ cuttings quick-dipped in IBA solution were 

planted in plastic pots with four substrates in late June, July, and August. Cuttings were irrigated 

using an intermittent mist or water-conserving TPT system developed in this study. Late June 

plantings showed the highest survival and rooting rates, with improved winter survival. The 

rooting medium minimally affected survival, with perlite having the lowest rooting percentage. 



While irrigation systems had no significant impact, the TPT proved an easily applicable and 

water-conserving alternative for resource-poor areas.  

Plastic pollution poses a global threat, particularly in the nursery and greenhouse sectors, 

where 320 to 408 million pounds of plastic are used annually. Disposal of plastic waste is an 

environmental concern, especially in developing nations where recycling may not be practical. 

Compostable substrate-based pots, such as peat pots and peat pellets, promise to reduce plastic 

dependency for sustainable plant production. To assess the effectiveness of compostable pots in 

the rooting of ‘MKR1’ cuttings, considering the prior reliance on plastic pots, various factors 

were evaluated, including pot type, auxin application, and concentrations. Peat pots showed 

survival and rooting rates similar to plastic pots, suggesting their feasibility as an eco-friendly 

alternative. The highest rooting percentage among peat pellets was cuttings quickly dipped in 

2000 mg·L-1 NAA. A comparable rooting rate to the quick-dip was observed when cuttings were 

planted in pellets soaked with IBA 50 or 250 mg·L-1 or when cuttings were sprayed with NAA 

250 mg·L-1. These findings present compelling alternatives to the traditional auxin quick-dip 

method, offering efficiency and reducing the time and labor intensity associated with the process. 

Efficient year-round ‘MKR1’ propagation faces challenges despite successful softwood 

cutting propagation. While micropropagation serves this purpose, the protocol requires 

optimization. Direct transplantation of ‘MKR1’ microcuttings into commercial substrates was 

explored to eliminate jiffy pots and save resources. Shoots grown in MS or MS (1/2N) medium 

supplemented with 5µM zeatin were transplanted into either MetroMix® or half of MS (1/2N) 

hormone-free artificial medium after a quick dip in an IBA 1.25 mM solution. The shoots of the 

artificial medium underwent a 10-day dark treatment. Subsequently, half of the shoots from each 

medium were transplanted into MetroMix®, while the remaining half was left in the same 

medium at 28 °C under a 16-hour photoperiod. Regardless of the medium, shoots that underwent 

dark treatment exhibited significantly higher rooting percentages than those directly 

transplanted into MetroMix® without dark incubation. After the dark treatment, shoots from the 

MS medium achieved a one hundred percent rooting, whether transplanted into MetroMix® or 

left in the artificial medium. Despite successful rooting, the quick-dip IBA method remained 

labor-intensive. To address this, microcuttings were exposed to a half MS (1/2N) rooting 

medium containing 1, 2, and 5 µM IBA solutions. Shoots quickly dipped in 1.25 mM IBA and 

planted in a hormone-free rooting medium served as a control. After a 10-day dark treatment, 

half of the shoots were transplanted into peat pellets, and the rest after 20 days. Optimal root 

and shoot growth were obtained with a 10-day transplantation and a medium containing 1 µM 

IBA, eliminating the need for the quick-dip method. 

In conclusion, this comprehensive study explores sustainable alternatives, innovative 

techniques, and efficient protocols to enhance persimmon propagation, addressing challenges 

and fostering the growth of the persimmon industry. 

（注１） 論文博士の場合は、「専攻、入学年度」の欄には審査を受ける専攻のみを記入し、入学年度の記入 

  は不要とする。 

（注２） フォントは和文の場合 10.5ポイントの明朝系、英文の場合 12ポイントの times系とする。 

（注３） 学位論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 

（注４） 和文又は英文とする。 
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 専 攻 
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氏 名 Hejazi Ziaurrahman 

 

論文題目 

Vegetative propagation of persimmon by cutting, grafting, and micropropagation 

（挿し木、接ぎ木、およびマイクロプロパゲーションによるカキの栄養繁殖に関する研究） 

 審査委員 職名及び氏名   主 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 

 
   教授    鉄村 琢哉 
 
   教授    圖師 一文 
 
   教授    國武 久登 
 
   教授    森田 千尋 
 
   准教授   本勝 千歳 

審 査 結 果 の 要 旨（８００字以内） 

アフガニスタンでは近年、カキの栽培が広がっている。適切な人工脱渋方法の開発や販売システムの改善

など、アフガニスタンのカキ産業には多くの問題があるが、本研究では栄養繁殖に関わる問題の解決を目的

とした実験を行った。アフガニスタンにおける唯一のカキの栄養繁殖方法は接ぎ木であるが、現地では、泥

とポリエチレンフィルムによる被覆を行うため時間と労力がかかっている。そこで、接ぎ木用合成樹脂テー

プなどを使用した5つの処理を行い、カキ複数品種を接ぎ木した。合成樹脂テープによる巻き付けは、簡便

である上、常に最も高い接ぎ木成功率を示し、従来の泥による方法を含む他の接ぎ木処理よりも優れている

ことがわかった。次に、わい性台木‘MKR1’の挿し木繁殖実験を行った。諸条件の検討を行った結果、6月下

旬に挿し木すると発根率および生存率ともに高く、パーライト用土への挿し木は発根率を低下させること

がわかった。灌水方法にはミストとTPTシステムを使用したが、結果に差はなかった。後者は電気を使わず、

使用水量も少ないため、インフラの整っていない地域でも利用出来る。これらの実験にはプラスチックポッ

トを使用したが、近年のプラスチック汚染を考慮し、ピートを材料としたディスポーザブルポットを使用し

て挿し木を行った。その結果、ピートペレットに挿し木する方法でも、‘MKR1’の挿し穂は十分発根するこ

とがわかった。さらに、簡便な挿し木方法についてもその可能性を探った。一方、マイクロプロパゲーショ

ンによる‘MKR1’の効率的な栄養繁殖方法の開発も行った。ミクロ挿し穂を高濃度のIBAに瞬間浸漬する従

来の発根処理法ではなく、発根培地に低濃度添加し、植え付け10日後、すなわち10日間の暗黒処理後にピー

トペレットに移植し、生育させる方法の方が、高発根率を維持したまま、ミクロ挿し穂が健全に成長し、鉢

上げがスムーズに行えることがわかった。 

公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審査委員会は論文審査および最終試験に合格したと判定

する。 

 
  （注１）論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 
（注２）最後に「公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審査委員会は論文審査および最終試験に合格 

したと判定する」という文言を統一して記載すること。 
（注３）論文博士の場合は、「専攻、入学年度」の欄には審査を受ける専攻のみを記入し、入学年度の記入は 

不要とする。 
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                    　　　　　　　　　                    副査　  教授    田畑研二  副査 准教授 村瀬　敦宣

副査 教授 鈴木  祥広

副査 教授 内田　勝久

副査 准教授 ウルバンチク　ヘンリク　カロル

副査
国立産業技術
総合研究所
主任研究員

井口　亮

主指導教員        　　教授

𠮷原
ヨシハラ

(池内
　（イケウチ）

)　絵里
　エリ

深見　裕伸

農学工学総合研究科

生物機能応用科学専攻

水域生物科学教育コース

造礁サンゴにおける環境応答の種内多型とその生態学的影響

学位規則第４条第１項該当　 （昭和28年文部省令第9号）　 

茨城県

農工総博甲第２３８号

博士（学術）

令和６年３月２２日



別紙様式３ 

学位論文の要旨 

フリガナ 

氏  名 

ヨシハラ（イケウチ） エリ 

𠮷原（池内） 絵里 

専  攻 

入学年度 

宮崎大学大学院農学工学総合研究科博士後期課程 

生物機能応用科学専攻 

（西暦） 2021 年度（ 4 月）入学 

学位論文 

題  目 
造礁サンゴにおける環境応答の種内多型とその生態学的影響 

【論文の要旨】（和文の場合 1,200字程度、英文の場合 800語程度） 

サンゴ礁が作り出す生態系は、地球上で最も多様性が高いことで特徴付けられる。サンゴ礁の主

要な構成生物である造礁サンゴ類（以下、サンゴ）の群体の周辺には、サンゴが創り出す骨格構造

を棲家・隠れ家とする魚類をはじめ、サンゴ骨格に埋在する無脊椎動物、サンゴポリプや粘液を採

食する生物群が集まることで、群体を中心とした生物群集が形成され、複雑かつ高い生物多様性を

維持する一因となっている。一方、サンゴは外部ストレスに対して非常に敏感であり、地球規模で

起きている温暖化や海洋酸性化による大規模な白化現象などの発生により、サンゴを中心とした

生態系が脆弱になりつつある。サンゴの種間での高水温耐性や成長速度の違いなどは明らかとな

ってきているが、同種内での多型は未だ不明な点が多い。種内多型を評価することは、サンゴ礁態

系の適応や順応の可能性などについて評価することができる。本研究の目的は、これまで見過ごさ

れていた種内の多型について評価し、サンゴ礁の生物多様性の成立プロセスや、維持されているメ

カニズムを理解するための一助となることである。 

第 1 章ではサンゴ礁生態系や種内多型について、これまでに明らかになってきた背景と本研究の

目的について論じた。第 2 章では塊状ハマサンゴの群体表面に見られる魚類によるかじり痕の量

に群体ごとに多型が見られる要因について調査した。その結果、かじり痕の量は季節（4月と 9月）

で変化すること、サンゴの修復速度が魚類食痕の密度に影響を及ぼすこと、魚類は白化したサンゴ

はかじらないことが示唆された。第 3章では、石灰化速度の多型が共生藻の多型と関連していると

仮説を立て、共生藻類を用いたメタバーコーディング解析を行ったが、石灰化速度が顕著に異なる

群体間においても共生藻の構成に違いは見られなかった。第 4章では、水槽飼育実験を通して明ら

かになった高水温耐性の多型と関連して、宿主（サンゴ本体）とサンゴと共生する微生物叢（共生

藻と細菌・古細菌）についてメタバーコーディング解析を行った。その結果、サンゴの本体の遺伝

子のみ変異が見られ、第 3章の結果と合わせると、地球温暖化に伴う環境変化に対して、微生物だ

けでなく宿主の適応力も発揮する可能性を示唆する結果となった。 

本論文では造礁サンゴにおける環境応答の種内多型を評価し、サンゴ本体の潜在的な適応力を評

価することができた。これらの知見は、サンゴ礁生態系の維持や将来的な変化に対する理解を深

め、生態学的なアプローチが持続可能な保全戦略において有益であることを示唆している。 

 
（注１） 論文博士の場合は、「専攻、入学年度」の欄には審査を受ける専攻のみを記入し、入学年度の記入 

  は不要とする。 
（注２） フォントは和文の場合 10.5ポイントの明朝系、英文の場合 12ポイントの times系とする。 
（注３） 学位論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 
（注４） 和文又は英文とする。 



別紙様式７ 

 
 

                                                                         （西暦）2024年 1月  23日 
 
 

論 文 審 査 結 果 の 要 旨 

 

 専 攻 

入学年度 

           生物機能応用科学 専 攻 

 （西暦） 2021年度（ 4月）入学 
氏 名 𠮷原（池内） 絵里 

 

論文題目 造礁サンゴにおける環境応答の種内多型とその生態学的影響 

 審査委員 職名及び氏名   主 査 

  副 査 

  副 査 

  副 査 

  副 査 

副 査 

 教授          深見 裕伸 

 准教授        村瀬 敦宣 

 教授        鈴木 祥広 

 教授        内田 勝久 

 准教授        ウルバンチク ヘンリク カロル 

国立産業技術  
総合研究所          井口 亮 
主任研究員 

審 査 結 果 の 要 旨（８００字以内） 

造礁サンゴ類は近年の環境変動により深刻な被害を受けている。サンゴの種間での高水温耐性や成

長速度の違いなどは明らかとなってきているが、同種内での違いは未だ不明な点が多く、生態系にお

ける種内の適応や順応が評価されていない。本研究では、サンゴ礁生態系の成立や維持メカニズムを

理解するため、これまで見過ごされていた種内の多型について評価することを目的とした。 

まず、サンゴ礁域構造形成に大きな役割を果たしている塊状サンゴに焦点を当て、これらサンゴの

群体表面に見られる魚類によるかじり痕の量に、種内多型が見られる要因について調査した。その結

果、かじり痕の量は季節（4 月と 9 月）で変化すること、サンゴの修復速度が魚類食痕の密度に影響を

及ぼすこと、魚類は白化したサンゴはかじらないことが示唆された。 

次に、サンゴの種内多型が共生する微生物と関連があるのかを塊状サンゴもしくはサンゴ礁に優占

している枝状サンゴを用いて調査した。まずサンゴの石灰化速度の種内多型が共生藻の多型と関連し

ていると仮説を立て、共生藻類を用いたメタバーコーディング解析を行った。しかしながら、石灰化

速度が顕著に異なる同種群体間においても共生藻の構成に違いは見られなかった。一方、サンゴの高

水温耐性の種内多型とそれらサンゴと共生する微生物叢（共生藻と細菌・古細菌）についてメタバー

コーディング解析を行った。その結果、サンゴの本体の遺伝子のみ種内変異が見られ、地球温暖化に

伴う環境変化に対して、微生物だけでなく宿主の適応力も発揮する可能性を示す結果となった。 

本研究では造礁サンゴにおける環境応答の種内多型を評価し、サンゴの潜在的な適応力を評価することがで

きた。これらの知見は、生態学的なアプローチが持続可能な保全戦略において有益であることを示唆している。

公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審査委員会は論文審査および最終試験に合格したと判定す

る。 
 
  （注１）論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 
（注２）最後に「公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審査委員会は論文審査および最終試験に合格 

したと判定する」という文言を統一して記載すること。 
（注３）論文博士の場合は、「専攻、入学年度」の欄には審査を受ける専攻のみを記入し、入学年度の記入は 

不要とする。 



氏　名　　　　　　　

本　籍　　　　　　

学位記番号  　　　

学位の種類  　　　

学位授与年月日　　

学位授与の要件　

研究科      　　　

専　攻            

教育コース        

学位論文題目      

学位論文審査委員        　  主査 准教授 村瀬　敦宣

                    　　　　　　　　　                    副査　  教授    田畑研二  副査 教授 深見　裕伸

副査 教授 鈴木　祥広

副査 教授 長野　直樹

副査 准教授 ウルバンチク　ヘンリク　カロル

主指導教員        　　准教授

農学工学総合研究科

生物機能応用科学専攻

水域生物科学教育コース

沿岸域魚類相に基づく日本列島の海洋気候帯区分に関する研究：エ
スチャリー性魚類群集を応用した再検討

村瀬　敦宣

学位規則第４条第１項該当　 （昭和28年文部省令第9号）　 

緒方　悠輝也
オガタ　　ユキヤ

宮崎県

農工総博甲第２３９号

博士（農学）

令和６年３月２２日



別紙様式３ 

学位論文の要旨 

フリガナ 

氏  名 

オガタユキヤ 

緒方悠輝也 

専  攻 

入学年度 

宮崎大学大学院農学工学総合研究科博士後期課程 

生物機能応用科学専攻 

（西暦） 2021  年度（ 4 月）入学 

学位論文 

題  目 

沿岸域魚類相に基づく日本列島の海洋気候帯区分に関する研究：エスチャリー

性魚類群集を応用した再検討 

【論文の要旨】（和文の場合 1,200字程度、英文の場合 800語程度） 
生物多様性情報に基づいた地球環境の生物地理学的区分は，進化学的研究や保全計画に至る様々

な分野で用いられており，生態学的な保護地域の選定の際にも応用されてきた．日本列島近海は複
雑な地形と海流が合わさる海域で，それを裏付けるかのように多様な海洋生物が出現することで
知られており，異なる動物相をもつ複数の海洋気候帯（海洋生物地理区）が存在することが言われ
てきた．しかし，これまで示された生物地理区分には具体的な生物相データに基づいた研究事例が
なく，各地域の生物相情報に基づく海洋生物地理区分の再検討が必要である．半閉鎖的な環境であ
り，海洋生物の生息域にもなるエスチャリー生態系（淡水と海水が交わる環境）は，沿岸における
地域間の生物相の比較研究に適した生態系であると考えられる．また，日本では広い範囲でエスチ
ャリー魚類相調査が複数行われており，この生態系における魚類相データに関しては豊富に存在
している．以上の背景を踏まえ，本研究はエスチャリー生態系に出現する魚類相データを基に，日
本周辺海域の海洋生物地理区について以下の通り検証を試みた． 

第 1 章では日本列島の既往の文献情報から得られた各地点のエスチャリー関連魚類（純淡水魚
を除く種）の種構成のデータに基づいて，種組成と生物地理学的な組成（冷水起源種，温帯種，熱
帯種）の地域間の類似度に基づくクラスター解析と多次元尺度構成法により，日本列島周辺の海洋
生物地理区の再構築を試みた．結果として，北海道と南西諸島が明瞭に区分された．本土中部（本
州・四国・九州）は，選択する類似度の組み合わせによって異なる海域区分となり，一貫した結果
が得られなかったものの，生物地理学的な組成のみに基づく類似度を採用した場合は，先行研究同
様に海流や地形を反映した区分となった． 

第 2 章では，既往の知見を基盤に，大型内湾域の地理的特性を考慮した海洋生物地理区（5 区分）
を設定し，その区分の妥当性についてエスチャリー関連魚類の種数と生物地理組成の区間の差の
有無によって検証した．検証の結果，データが欠如していた 1 区を除き，今回構築したどの地理区
もお互いに有意に区分された．特に本土の大型内湾域は同緯度の外海よりも有意に熱帯種の出現
割合が低くなったことから，内湾域と外海を生物地理学的に区別することの重要性が示された． 

第 3 章では海洋生物地理区の検証においてエスチャリー関連魚類群集のデータを用いることの
妥当性を確かめるために，宮崎県の南北間でエスチャリー関連魚類の群集組成の比較を行った．そ
の結果，海産魚類と同様に南北間に冷水起源種の分布境界があることが示された．同時に，宮崎県
北部の門川湾周辺においてエスチャリーおよび沿岸域に出現する魚類相の間で生物地理学的組成
の比較を行ったところ，明確な差は見出されなかった．これらのことから，エスチャリー関連魚類
が海洋生物地理区分の指標として有効な動物群集であることが示された． 

以上をまとめると，本研究によってエスチャリー関連魚類の生物地理学的特徴に基づく海洋生
物地理区の構築がなされると同時に，より精度の高い区分をするためにはデータが不足する海域
（北日本，対馬海流域や大型内湾域など）が存在することも明らかとなった．今後は，今回構築さ
れた海洋生物地理区を基盤とした保護区の設定をしていくと同時に，海洋生物地理区分の精度改
善のために，データ不足海域のエスチャリー生態系における魚類相調査を行うことが必要である． 

（注１） 論文博士の場合は、「専攻、入学年度」の欄には審査を受ける専攻のみを記入し、入学年度の記入 

  は不要とする。 

（注２） フォントは和文の場合 10.5ポイントの明朝系、英文の場合 12ポイントの times系とする。 

（注３） 学位論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 

（注４） 和文又は英文とする。 



別紙様式７ 

 
 

                                                                         （西暦） 2024年 1月 17日 
 
 

論 文 審 査 結 果 の 要 旨 

 

 専 攻 

入学年度 

                生物機能応用科学  専 攻 

 （西暦）２０２１年度（ ４月）入学 
氏 名 緒方 悠輝也 

 

論文題目 

沿岸域魚類相に基づく日本列島の海洋気候帯区分に関する研究：エスチャリー性魚類群集を

応用した再検討 

 審査委員 職名及び氏名   主 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 

准教授  村瀬 敦宣 
 

教授   深見 裕伸 
 

教授   鈴木 祥広 
 

教授   長野 直樹 
 

准教授  ウルバンチク ヘンリク カロル 

審 査 結 果 の 要 旨（８００字以内） 

日本列島周辺の海洋生物地理区分については海岸動物の各生物地理学的組成（寒帯性・温帯性・熱帯性）の

出現頻度に基づいた区分が広く用いられてきた。一方で、この区分けをする際の対象動物群とデータの詳細は

不明であり、今後の環境変動が海洋生物地理境界に与える影響を明らかにし、それに基づく海洋生物地理区分

の再設定をするための基盤情報の再構築が必要である。淡水と海水が交わり、半閉鎖的空間であるエスチャリ

ー生態系は、定性的な動物相調査が比較的容易であり、日本列島の各地域において動物相調査が行われている。

また、エスチャリーの環境指標として魚類は複数の利点を有している。本研究では、既存の海洋生物地理区分、

および最新の海洋動物相の知見を反映して新たに構築した区分の妥当性について日本全国のエスチャリー魚

類相データに基づき検証することを試みた。 

種および生物地理の組成に基づく類似度を用いたクラスター解析の結果、北海道、本土中部、南西諸島の3区

域が明確に区分されることが明らかとなった。本土中部の区分については生物地理組成のみを考慮した際に従

来の海洋生物地理区分と概ね一致していた。さらに東京湾等の大型内湾域内の環境特性を考慮した日本周辺の

海洋生物地理区分を新たに構築し、この区域間で生物地理組成について比較したところ、大型内湾域は同緯度

の他地域と有意に異なる組成をもつことが示された。加えて、宮崎県をモデル地域としたエスチャリー魚類と

海産魚類の生物地理学的比較においては，双方に差がないことが示され、エスチャリー魚類は海洋生物地理の

指標として適当であることが確かめられた。 

以上の研究成果は西太平洋海域における海洋生物地理区の設定、および日向灘の沿岸環境の特性の解明に対

し学術的貢献があると認められる。公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審査委員会は論文審査お

よび最終試験に合格したと判定する。 

 
  （注１）論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 
（注２）最後に「公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審査委員会は論文審査および最終試験に合格 

したと判定する」という文言を統一して記載すること。 
（注３）論文博士の場合は、「専攻、入学年度」の欄には審査を受ける専攻のみを記入し、入学年度の記入は 

不要とする。 



氏　名　　　　　　　

本　籍　　　　　　

学位記番号  　　　

学位の種類  　　　

学位授与年月日　　

学位授与の要件　

研究科      　　　

専　攻            

教育コース        

学位論文題目      

学位論文審査委員        　  主査 教授 吉田　照豊

                    　　　　　　　　　                    副査　  教授    田畑研二  副査 教授 鈴木　祥広

副査 教授 内田　勝久

副査 教授 長野　直樹

副査 助教 西木　一生

主指導教員        　　教授

Muhammad
ムハンマド

 Akmal
アクマル

パキスタン・イスラム共和国

農学工学総合研究科

生物機能応用科学専攻

水域生物科学教育コース

Isolation and genetic characterization of lytic bacteriophages 
infecting bacterial fish pathogens and drug resistance 
mechanisms in Lactococcus garvieae  serotype II
（魚類病原細菌に感染するバクテリオファージの分離と遺伝的特性
及びレンサ球菌の薬剤耐性機構）

吉田　照豊

学位規則第４条第１項該当　 （昭和28年文部省令第9号）　 

農工総博甲第２４０号

博士（農学）

令和６年３月２２日
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学位論文の要旨 

フリガナ 

氏  名 

ムハンマド  アクマル 

Muhammad  Akmal 

専  攻 

入学年度 

宮崎大学大学院農学工学総合研究科博士後期課程 

生物機能応用科学  専攻 

（西暦）2021 年度（ 4 月）入学 

学位論文 

題  目 

Isolation and genetic characterization of lytic bacteriophages infecting bacterial fish 

pathogens and drug resistance mechanisms in Lactococcus garvieae serotype II  

（魚類病原細菌に感染するバクテリオファージの分離と遺伝的特性及びレン
サ球菌の薬剤耐性機構） 

【論文の要旨】（和文の場合 1,200字程度、英文の場合 800語程度） 

In Japan, intensive marine aquaculture is primarily characterized by the substantial production 

of Seriola species, which includes yellowtail, amberjack, and kingfish. However, these 

aquaculture operations face significant challenges due to bacterial infections, with pathogens 

like Lactococcus garvieae and Nocardia seriolae posing serious concerns. The overuse of 

antibiotics to control these pathogens has led to the emergence of drug-resistant strains. Notably, 

the vaccine developed to combat L. garvieae infections has shown limited efficacy and a short 

protection term, while a vaccine for Nocardia seriolae has not yet been introduced. To address 

this pressing issue, there is a growing need to explore alternative and eco-friendly options 

against these pathogens. One such method currently gaining attention in aquaculture operations 

is bacteriophage therapy, which offers potential solutions to combat these bacterial infections. 

The careful screening of the literature during this study did not find any lytic bacteriophage 

infecting these pathogens. Therefore, the primary objective of the present study was to first 

isolate and characterize the lytic bacteriophages that infect L. garvieae and N. seriolae. 

A novel lytic siphophage named PLG-II, specifically targeting pathogenic Lactococcus 

garvieae serotype II strains, was successfully isolated from seawater samples collected in 

Miyazaki Prefecture, Japan. The whole-genome sequencing of PLG-II revealed a 32,271-bp 

double-stranded DNA molecule with an average GC content of 37.74%. It encompasses 69 open 

reading frames (ORFs), among which 43 currently lack reliable functional annotations for their 

products, along with a single tRNA. The lytic spectrum of phage "PLG-II" unequivocally 

demonstrated its strict lytic activity against serotype II strains, as it infected 17 out of 21 serotype 

II strains while showing no infectivity towards any of the 14 tested serotype I strains. The 

absence of any lysogenic and resistance genes in the phage DNA confirms its suitability for 

further experimentation. Moreover, initial challenge experiments provided confirmation that 

fish fed with bacteriophage-supplemented diets exhibited a 100% survival rate, in contrast to 

control fish fed with bacterial-supplemented diets only. 

Nocardia seriolae  also presents a significant threat to marine aquaculture operations. 

However, there is no phage isolated and characterized against this pathogen. In the present study, 

we also reported the first isolation of a lytic bacteriophage “NS-I” with a siphovirus morphotype 

from sea farm water samples collected from Miyazaki Prefecture, Japan. Its genome was a 

43,361-bp double-stranded DNA molecule, exhibiting a GC content of 67%. Putative functions 



could be assigned to only 39% (25/64) of the ORFs, whereas 61% (39/64) of the ORFs remained 

without any functional annotation.  The lytic spectrum of NS-I showed its broad lytic range as 

it infected 15/15 Nocardia seriolae strains isolated from fish and 4/4 Nocardia sp strains isolated 

from non-fish sources.  The absence of antimicrobial resistance genes, temperate markers, and 

virulence genes in the NS-I genome, makes it a promising candidate for further evaluation. 

Further experiments are required to confirm its suitability in real aquaculture settings.  

Moreover, within the scope of this study, an in-depth exploration of drug resistance 

mechanisms was conducted for L. garvieae serotype II strains, with a specific focus on the 

erm(B) resistance plasmid. A total of 98 pathogenic strains of  L. garvieae serotype II were 

collected from various prefectures in Japan over the period spanning 2018 to 2021. These strains 

exhibited notable resistance to erythromycin, lincomycin, and tiamulin. Subsequent PCR 

amplification revealed the consistent presence of erm(B) in all erythromycin-resistant strains. A 

conjugation experiment confirmed the transmissibility of erm(B) to recipient Enterococcus 

faecalis OG1RF, with transfer frequencies ranging from 10-4 to 10-6 per donor cell. The 

nucleotide sequencing analysis of the representative plasmid, pkh2101, isolated from an 

erythromycin-resistant strain unveiled a 26,850 bp DNA with an average GC content of 33.49%. 

This plasmid encompassed 31 CDSs, 13 of which remained devoid of any functional annotation. 

Interestingly, the plasmids isolated from erm(B)  strains collected from three different 

prefectures confirmed the presence of the same (identical) plasmid. This confirms the prevalence 

of the same erm(B) plasmid around different prefectures. The comparative genomic analysis of 

this plasmid showed its highest similarity (97.57% identity) with the clinically isolated plasmid 

pAMbeta1, previously retrieved from Enterococcus faecalis DS-5. 

In conclusion, this study reported the first isolation and characterization of lytic bacteriophage 

against L. garvieae serotype II and N. seriolae.  Since the emergence of drug-resistance strains 

of L. garvieae and N. seriolae is on the rise, these phages could serve as potential therapeutic 

agents in an eco-friendly way. Nevertheless, further detailed experiments are required to fully 

evaluate their potential in real farming systems. This study also entailed drug resistance patterns 

and mechanisms of L. garvieae serotype II, confirming the presence of similar resistant plasmids 

in different farms around Japan. This comprehensive study underscores the importance of 

monitoring and understanding drug resistance patterns and mechanisms in aquaculture, 

providing valuable insights for the development of more effective strategies to manage and 

mitigate the growing issue of drug-resistant pathogens in marine aquaculture. 

 

 

 

 

 

 

 

（注１） 論文博士の場合は、「専攻、入学年度」の欄には審査を受ける専攻のみを記入し、入学年度の記入 

  は不要とする。 

（注２） フォントは和文の場合 10.5ポイントの明朝系、英文の場合 12ポイントの times系とする。 

（注３） 学位論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 

（注４） 和文又は英文とする。 
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                                                                     （西暦）2024 年  1月 10日   

 
 

論 文 審 査 結 果 の 要 旨 

 

 専 攻 

入学年度 

          生物機能応用科学     専 攻 

 （西暦） 2021 年度（ 4 月）入学 
氏 名 Muhammad Akmal 

 

論文題目 

Isolation and genetic characterization of lytic bacteriophages infecting bacterial fish pathogens and drug 

resistance mechanisms in Lactococcus garvieae serotype II 

（魚類病原細菌に感染するバクテリオファージの分離と遺伝的特性及びレンサ球菌の薬剤耐性機構） 
 

  審査委員 職名及び氏名   主 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 

 教授  吉田 照豊        
 
 教授  鈴木 祥広        
 
 教授  内田 勝久         
 
 教授  長野 直樹         
 
助教  西木 一生        

審 査 結 果 の 要 旨（８００字以内） 

本研究はブリ類魚類の養殖場において、２大細菌感染症の病原体であるLactococcus garvieae serotype II(レン

サ球菌)およびNocardia seriolae（ノカルジア）に感染する溶菌ファージをそれぞれ養殖環境水より初めて分離

し、そのゲノム解析を行った。両ファージともにShiphoviridae科に分類された。レンサ球菌ファージはレンサ球

菌の感受性の差からファージ型別に応用できること示した。ノカルジアファージは魚類病原体だけではなく、

他動物から分離されるノカルジア属細菌に感染するファージであった。両ファージのゲノムには毒性及び薬剤

耐性に関与する遺伝子はコードされていなかった。これらファージは、感染症が流行する時期に高頻度で検出

されること示した。さらに、レンサ球菌ファージによるレンサ球菌感染治療の可能性を示した。 

 近年ブリ類養殖場ではII型血清型のレンサ球菌の被害が大きく、抗菌剤の治療効果が認められない状況にあ

る。そのために、レンサ球菌流行株の薬剤感受性試験を行った。その結果、リンコマイシン(LCM)及びエリス

ロマイシン  (EM)に高度耐性化していた。LCM耐性はゲノム上のlsa(D)が、EM耐性は伝達性プラスミドにerm

(B)がコードされていた。EM耐性をコードするプラスミドの完全長の塩基配列を決定した。その結果、伝達に

必要なIV型分泌装置を保有しており、高頻度でプラスミドが接合伝達することを示した。またこのプラスミド

は、異なる血清型のレンサ球菌菌株にも接合伝達することを明らかにし、全国のブリ類養殖場に拡散している

ことを示した。 

 以上の研究成果は、養殖場における病原体の疫学研究に寄与するものであり、博士学位論文として適切であ

ると判断した。公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審査委員会は論文審査および最終試験に合格

したと判定する。 

 
  （注１）論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 
（注２）最後に「公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審査委員会は論文審査および最終試験に合格 

したと判定する」という文言を統一して記載すること。 
（注３）論文博士の場合は、「専攻、入学年度」の欄には審査を受ける専攻のみを記入し、入学年度の記入は 

不要とする。 



氏　名　　　　　　　

本　籍　　　　　　

学位記番号  　　　

学位の種類  　　　

学位授与年月日　　

学位授与の要件　

研究科      　　　

専　攻            

教育コース        

学位論文題目      

学位論文審査委員        　  主査 教授 福山  敦彦

                    　　　　　　　　　                    副査　  教授    田畑研二  副査 教授 西岡  賢祐

副査 准教授 荒井  昌和

副査 教授 西脇  亜也

副査 准教授 永岡  章

主指導教員        　　教授

原田　知季
ハラダ　トモキ

福山  敦彦

農学工学総合研究科

物質・情報工学専攻

新材料エネルギー工学教育コース

光ヘテロダイン光熱変位法の開発とナノピラー複合材料のキャリア
物性評価

宮崎県

農工総博甲第２４１号

博士（工学）

令和６年３月２２日

学位規則第４条第１項該当　 （昭和28年文部省令第9号）　 
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学位論文の要旨 

フリガナ 

氏  名 

ハラダ トモキ 

原田 知季 

専  攻 

入学年度 

宮崎大学大学院農学工学総合研究科博士後期課程 

物質・情報工学専攻 

（西暦）2021 年度（ 4 月）入学 

学位論文 

題  目 
光ヘテロダイン光熱変位法の開発とナノピラー複合材料のキャリア物性評価 

【論文の要旨】（和文の場合 1,200字程度、英文の場合 800語程度） 

我々の生活に不可欠なインターネットを支えるデータセンターの消費電力のうち約 50%が冷却

に消費されており、半導体デバイスの熱マネジメントの重要性が増している。半導体の発熱の一因

に材料中に導入された電子と正孔の非発光再結合過程があり、同過程の評価は半導体デバイスの

発熱抑制に重要である。本研究では非発光再結合の分布を観測できる光ヘテロダイン光熱変位

（LH-PD）法を開発した。同法は断続化した励起光を試料に照射した際の非発光再結合による発熱

に起因する熱膨張変位をヘテロダイン干渉計で検出する手法であり、XYZ ステージ上に試料を設

置し走査することでマッピング測定が可能である。 

非発光再結合中心の分布測定能力を確かめるため、意図的に金属汚染させた Si 試料を用意した。

三角形と四角形に切り出した鉄板を用意し、Si 基板上に置いて熱処理することで汚染させた。Si 中

の鉄は、価電子帯上端から 0.40 eV 高いエネルギーに準位を形成し、これが非発光再結合中心とし

て働く。マッピング測定の結果、設置した鉄板と同じ位置と大きさの模様が明確に観測された。そ

の結果、LH-PD 法によって非発光再結合中心の分布を測定可能であると結論づけた。 

LH-PD 法には他手法にない次の 3 つの特徴がある。変位量の時間変化を測定可能、励起光の断

続周波数を変化させて測定可能、および励起光と検出光を照射する位置を変化させながら測定可

能の 3 つである。これらの特徴とキャリアを考慮した数値計算による解析により非発光再結合を

検出するだけでなくキャリア物性や熱物性の評価も可能であることが示唆された。 

そこで、発熱やそれに伴うデバイス特性劣化を大幅に抑制できることが期待される Si ナノピラ

ー(Si-NP)/SiGe 複合膜を評価した。MOSFET は、チャネル―ドレイン領域付近で発熱するとされて

おり、この温度上昇によりチャネル領域の電子移動度が低下してしまう。電子とフォノンの平均自

由行程はそれぞれ 20 と 100 nm 以上であるため、数十 nm のサイズのナノ構造を用いれば電子とフ

ォノンの伝搬のうち、後者のみ散乱する可能性がある。つまり、Si-NP/SiGe 複合膜を MOSFET の

チャネル領域に挿入することでチャネル領域の温度上昇を妨げ、高い電子移動度を維持できるこ

とが期待される。本研究では NP の間隔を 13、27 および 47 nm に変化させた試料を用意し、LH-

PD 法でキャリア物性を評価した。その結果、NP 間隔が 27 nm の時にキャリア寿命が最も長く、

NP 間隔が電子の振る舞いに影響する可能性があることがわかった。 

本研究で開発した LH-PD 法は、半導体中の非発光再結合分布の測定だけでなく、キャリア輸送

と熱輸送の両方の評価にも有用である。本研究で得られた複合膜のキャリア物性についての知見

は発熱やそれに伴うデバイス特性劣化を抑制させた半導体デバイスの開発に有益である。 
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                                                               （西暦）２０２４年 １月２５日 
 
 

論 文 審 査 結 果 の 要 旨 

 

 専 攻 

入学年度 

   物質・情報工学 専攻 

 （西暦）２０２１年度（４月）入学 
氏 名 原田 知季 

 

論文題目 光ヘテロダイン光熱変位法の開発とナノピラー複合材料のキャリア物性評価 

 審査委員 職名及び氏名   主 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 

 教授  福山 敦彦 
 
 教授  西岡 賢祐 
 
 准教授 荒井 昌和 
 
 教授  西脇 亜也 
 
 准教授 永岡 章 

審 査 結 果 の 要 旨（８００字以内） 

 近年、半導体デバイスの熱マネジメントの重要性が増している。発熱の一因はキャリアの非発光再結合

過程であり、同過程の評価は半導体デバイスの発熱抑制に重要である。本研究で開発した光ヘテロダイ

ン光熱変位（LH-PD）法は、発熱による熱膨張変位量をサブ nm オーダーの高感度で検出でき、XYZ ス

テージを走査することでマッピング測定が可能である。 

 非発光再結合中心の分布測定能力を確かめるため、切り出した鉄板を Si 基板上に置いて熱処理して

意図的に金属汚染させた。Si 中の鉄は、価電子帯上端から 0.40 eV 高いエネルギー位置に欠陥準位を

形成し、これが非発光再結合中心として働く。マッピング測定の結果、設置した鉄板と同じ位置と大きさの

模様が明確に観測され、LH-PD 法によって非発光再結合中心の分布を測定可能であることが分かっ

た。 

 LH-PD法は、上記分布測定以外に、キャリアや熱の伝搬特性も評価可能なことが示唆された。そこで、発熱等によ

るデバイス特性劣化を大幅に抑制できると期待されるSiナノピラー(Si-NP)/SiGe複合膜を評価した。電子と熱の平均

自由行程はそれぞれ20と100 nm以上であるため、数十nmサイズのSi-NPを規則正しく並べれば、熱のみ散乱させら

れる可能性がある。本研究ではSi-NPの間隔を13、27および47 nmに変化させた試料を用意し、キャリアと熱の伝搬

物性を評価した。その結果、NP間隔が27 nmの時に熱が散乱されてキャリア寿命が最も長くなる結果を得た。このサ

イズの複合膜をMOSFETのチャネル領域に挿入することでチャネル領域の温度上昇を妨げ、高い電子移動度を維

持できる可能性が高い。本論文で得られた知見は発熱等によるデバイス特性劣化を抑制させた半導体デバイスの

開発に有益である。 

 公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審査委員会は論文審査および最終試験に合格したと判定する。 

 
  （注１）論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 
（注２）最後に「公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審査委員会は論文審査および最終試験に合格 

したと判定する」という文言を統一して記載すること。 
（注３）論文博士の場合は、「専攻、入学年度」の欄には審査を受ける専攻のみを記入し、入学年度の記入は 

不要とする。 
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学位論文の要旨 

フリガナ 

氏  名 

ミヤガワ オウキ 

宮川 央輝 

専  攻 

入学年度 

宮崎大学大学院農学工学総合研究科博士後期課程 

資源環境科学専攻 

（西暦）2022 年度（ 4 月）入学 

学位論文 

題  目 

ガーデンツーリズム登録制度の導入効果と事業運営に与える影響に関する研

究 

【論文の要旨】（和文の場合 1,200字程度、英文の場合 800語程度） 

庭園間交流連携促進計画登録制度（通称：ガーデンツーリズム登録制度）は、公民の複数の庭園

等が連携することにより、地域活性化につなげる全く新しい取組として創設された。しかし、これ

まで登録制度に対する事業実態の把握が行われておらず、今後、登録制度による事業展開を効果的

に進めるためには、活動実績に対する定量的な評価や制度導入に対する多様な検証が必要である。 

本研究は、全国 8つの協議会の事業管理者と地域の構成庭園管理者に対するアンケート調査・分

析及び活動実績報告書の文献調査に基づいて、登録制度の導入効果と事業運営に対する影響を明

らかとするものである。 

第１章では、制度検討時及び創設当初の議論動向を整理するとともに、海外ガーデンツーリズム

等の既往研究を整理し、制度特性を把握した。その上で第 2章では、活動実績に対する多変量解析

によって、全国のガーデンツーリズム事業が 3つに類型されることを明らかにした。また、アンケ

ート調査によって、協議会の事業管理者からみた導入効果と影響を把握するとともに、D.I.指標の

分析によって、公民連携の割合及び連携規模に応じた導入効果を定量的に示した。 

第 3章では、地域運用における登録制度の影響を把握するため、まずガーデンツーリズム宮崎花

旅 365 の概要と宮崎の緑化施策の経緯を整理した。次に構成庭園管理者に対するアンケート調査

によって、地方での制度運用の実態を把握するとともに、事業運営に対する公民の設置者・所有者

に意識差があることをレーダーチャートで示した。またアンケート調査結果を踏まえて関係自治

体と事務局に対するヒアリング調査を行い、地域での事業運営に対する関係者間の影響や意識差

及び制度導入における地域課題を明らかにした。 

第 4章では、アンケート調査とテキスト分析によって、事業に対する事業管理者の重要事項の順

位を経過年ごとに算出し、COVID-19 流行下に対する登録制度での事業運営に対する意識変化を明

らかにすることで、平時からリスク対策を検討して対話と交流を進めていく重要性を示した。 

最後に、第 5章では、これまでの各章の考察を総括し、登録制度がもたらした導入効果と事業運

営に与える影響に対して、「事業活動の評価基準」、「制度の有効性と課題」、「公民連携と庭園

間連携の影響」、「公民の設置者・所有者に対する運営の影響と課題」、「公民連携の地域運営体

制に対する影響と課題」、「関係自治体に対する影響と課題」、「社会的リスクに対する事業管理

者意識と課題」、「庭園間の連携強化及びインバウンドへの対応強化に対する事業管理者の意識変

化」を結論として示した。 

以上、本研究の成果は、制度特性に対する導入評価と事業運営に与える影響に対する課題と意識



変化を明らかにしており、今後のガーデンツーリズム登録制度の発展と導入に寄与できる新たな

評価基準と事業運営に対する影響と課題の一端を示した。 

（注１） 論文博士の場合は、「専攻、入学年度」の欄には審査を受ける専攻のみを記入し、入学年度の記入 

  は不要とする。 

（注２） フォントは和文の場合 10.5ポイントの明朝系、英文の場合 12ポイントの times系とする。 

（注３） 学位論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 

（注４） 和文又は英文とする。 



別紙様式７ 

 
 

                                                                         （西暦） 2024年 １月 10日 
 
 

論 文 審 査 結 果 の 要 旨 

 

 専 攻 

入学年度 

           資源環境科学        専 攻 

 （西暦）2022年度（ ４月）入学 
氏 名 宮川央輝 

 

論文題目 ガーデンツーリズム登録制度の導入効果と事業運営に与える影響に関する研究 

 審査委員 職名及び氏名   主 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 

 
教授  熊野稔 

 
教授  藤掛一郎 

 
准教授  嶋本寛 

 
教授  山本直之 

 
准教授  太田靖之 

審 査 結 果 の 要 旨（８００字以内） 

本研究は、2019年4月に国土交通省において創設された庭園間交流連携促進計画登録制度（通称：ガーデンツ

ーリズム登録制度）について、活動実態と制度特性を明らかにした。 

ガーデンツーリズム登録制度の導入効果では、集客力の向上で効果を感じている割合が高く、収益力の向上

では、特に支援事業や運営資金の獲得への効果を感じ、運営ノウハウの向上では、公民の協働事業の進展への

効果が高い。また、事業運営に与える影響について、付加価値発信タイプ、地域特性活用タイプ、運営体制強

化タイプの3つに類型できることを示し、構成庭園の公民管理主体の割合や構成庭園数の規模が協議会の導入

効果に対する意識に影響を及ぼすことを明らかにした。 

一方、地域レベルの事業運営の影響について、関係者間の意識調査によって、相互の理解が深まらないまま

に登録制度の運用が進められている現状と公民の意識差が明らかとなり、分野横断的な共通認識を促進させて

いく重要性を示した。また、コロナ対策下の影響では、「コロナ発生前年（2019年）」から「コロナ対策年（2

020年）」、「コロナ出口戦略年（2021年）」にわたる事業者意識の変化と年ごとの特徴を検証した結果、COV

ID-19発生前では、地域観光に対する期待が意識されていたが、COVID-19発生後では、新たな事業展開や事業強

化を模索する等の意識変化が明らかとなり、平時からリスク対策，そしてリスクによる損失からの回復に対す

る事業者意識の理解を進める重要性を示した。 

本研究で明らかにした類型や評価軸、評価項目及び事業運営への影響等を指標として、ガーデンツーリズム

登録制度における登録計画と事業に対する関係性が把握され、今後のガーデンツーリズムの展開を検討する上

で重要な評価基準として提示できた。制度の実効性に対する評価手法の検証と事業者意識に着目する点に独自

性と先進性がある。 

公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審査委員会は論文審査および最終試験に合格したと判定す

る。 

 
  （注１）論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 
（注２）最後に「公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審査委員会は論文審査および最終試験に合格 

したと判定する」という文言を統一して記載すること。 
（注３）論文博士の場合は、「専攻、入学年度」の欄には審査を受ける専攻のみを記入し、入学年度の記入は 

不要とする。 



別紙様式３ 

学位論文の要旨 

フリガナ 

氏  名 

ミゾクチ タクロウ 

溝口 拓朗 

専  攻 

入学年度 

宮崎大学大学院農学工学総合研究科博士後期課程 

資源環境科学専攻 

（西暦）  2022 年度（ 10 月）入学 

学位論文 

題  目 

スギ・ヒノキ人工林における表土保全を考慮した間伐および主伐の方法に関す

る研究 

【論文の要旨】（和文の場合 1,200字程度、英文の場合 800語程度） 

森林の保育と収穫にかかわる間伐と主伐の作業は、森林の表土を撹乱し、しばしば表土流出を誘発す

る。このうち間伐には多くの場合、「残存木の成長促進」と「林床植生の回復による表土保全」の 2 つの効

果が期待される。したがって、残存木の成長を促進しつつ表土への影響を最小限に抑える間伐・集材方

法の選択が重要である。また、国内の人工林は成熟期に移行しつつあり、主伐面積の急激な増加が予想

される中、主伐後の土砂移動動態を把握したうえで表土保全策を講じる必要がある。その際、伐採跡地の

植生を速やかに回復させることが表土流出を抑制するうえで有効だと考えられる。そこで、本研究では、1)

間伐方法の違いが表土流出に与える影響、2)間伐方法の違いが残存木の成長に与える影響、3)主伐後

の林床植生の回復条件および 4)主伐後の土砂移動の空間不均一性を評価し、人工林の約 7割を占める

スギ・ヒノキ人工林の表土保全を考慮した適切な間伐および主伐の方法を提示することを目的とした。 

第 2 章では、49 年生ヒノキ人工林において、列状間伐と定性間伐が土砂移動量、リター移動量、林内

雨量、林床被覆率および浸透能に及ぼす影響を現地処理実験により調べた。その結果、列状間伐時に

形成される伐採列内の搬出跡で局所的に土砂移動量が増大することを明らかにし、定性間伐は列状間伐

よりも地表撹乱の小さい間伐方法であることを示した。第 3 章では、第 2 章と同じ試験地で列状間伐区と

定性間伐区で成長量を比較した。その結果、列状間伐直後は環境変化に伴って成長が減退する場合が

ある一方で、定性間伐は間伐遅れの林分であっても、成長を減退させず促進させることを明らかにした。 

第 4 章では、スギ人工林主伐後の土砂移動を、植生回復を抑制する作用と、回復した植生によって制

御される対象という相互作用の視点からとらえ、どのような条件でどちらの作用が卓越するかを伐採実験に

より調べた。季節等の影響を考慮して標準化した植生回復速度（植被率の増加量）と土砂移動量との関係

を分析した結果、主伐直後は植生が表土流出を抑制する効果は小さく、土砂の移動量が植生の回復速

度を規定していることが示唆された。第 5 章では、伐採地と林内の土砂移動レートの変動係数を比較し、

さらに土砂移動レートの大小を目的変数とする決定木解析を行った。その結果、伐採地の土砂移動は林

内と比べて空間的により不均一に挙動しており、この現象が、林地残材の林床被覆による土砂移動抑制

効果と，搬出跡での土砂移動の極大化という 2つの要因によることを明らかにした。 

以上の結果に基づき、スギ・ヒノキ人工林における表土保全を考慮した森林施業について提示した。 

（注１） 論文博士の場合は、「専攻、入学年度」の欄には審査を受ける専攻のみを記入し、入学年度の記入 

  は不要とする。 

（注２） フォントは和文の場合 10.5ポイントの明朝系、英文の場合 12ポイントの times系とする。 

（注３） 学位論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 

（注４） 和文又は英文とする。 
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                                                                         （西暦）2024年 1月 18日 
 
 

論 文 審 査 結 果 の 要 旨 

 

 専 攻 

入学年度 

           資源環境科学             専 攻 

 （西暦） 2022年度（ 10 月）入学 
氏 名 溝口 拓朗 

 

論文題目 スギ・ヒノキ人工林における表土保全を考慮した間伐および主伐の方法に関する研究 

 審査委員 職名及び氏名   主 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 
 
  副 査 

教授     伊藤 哲 
 

教授      光田 靖 
 

准教授    平田 令子 
 
   准教授    糠澤 桂 
 
   教授      清水 收 
 

審 査 結 果 の 要 旨（８００字以内） 

森林の保育と収穫にかかわる間伐と主伐の作業は、森林の表土を撹乱し、しばしば表土流出を誘発することが知ら

れている。本研究は、表土流出抑制と林木の成長促進の両面から異なる間伐方法を評価するとともに、主伐時の土砂

流出と植生発達との関係を、空間的不均一性を考慮しつつ明らかにしたものである。 

まず間伐について、間伐が遅れたヒノキ人工林で列状間伐と点状の定性間伐が土砂移動量等に及ぼす影響を野外

実験により調査し、列状間伐時では伐採列内の搬出跡で局所的に土砂移動量が増大することを明らかにした。また、

保育効果については、列状間伐直後は環境変化に伴って成長が減退する場合があるのに対して、定性間伐は間伐遅れ

の林分であっても成長を促進させることを明らかにし、間伐遅れ林分での定性間伐の総合的な有効性を提示した。 

次に主伐については、スギ林主伐後の土砂移動を、土砂移動が植生回復を抑制するのか、あるいは回復した植生に

よって土砂移動が制御されるのかという相互作用の視点からとらえ、どのような条件でどちらの作用が卓越するか

を伐採実験により調べた。季節等の影響を考慮して分析した結果、主伐直後は植生が表土流出を抑制する効果は小さ

く、土砂の移動量が植生の回復速度を規定していることを見出した。さらに、伐採地内外の土砂移動レートの大小を

目的変数とした決定木解析を行った結果、伐採地の土砂移動が林内と比べて空間的により不均一に挙動しているこ

と、またこの現象が、林地残材の林床被覆による土砂移動抑制効果と，搬出跡での土砂移動の極大化という2つの要

因によることを明らかにした。 

最後に、これらの結果に基づいて、樹種や表土流出リスクおよび間伐遅れの度合いに応じたスギ・ヒノキ人工林の

適切な間伐方法、および表土流出リスクを軽減する主伐方法について提示している。 

以上の結果は、長期モニタリングに基づく数理解析によって、表土保全を配慮した適切な森林管理・伐採手法を科

学的に提案した点で、価値の高い研究成果であると認められた。公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審

査委員会は論文審査および最終試験に合格したと判定する。 

 
  （注１）論文題目が外国語の場合は日本語を併記すること。 
（注２）最後に「公聴会での発表および質疑応答も適切であり、本審査委員会は論文審査および最終試験に合格 

したと判定する」という文言を統一して記載すること。 
（注３）論文博士の場合は、「専攻、入学年度」の欄には審査を受ける専攻のみを記入し、入学年度の記入は 

不要とする。 


